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オンライン研修に参加して（教育実践夏季セミナー2020＠甲南女子大学） 

～今できる学びを通して～ 
 ８月９日（日）に校長室にて ZOOM を活用した甲南大学人間科学部総合子ども学科

主催のオンライン研修に参加しました。今回のオンライン研修では，カリマネのスペシ

ャリストである甲南女子大学教授 村川雅弘先生をはじめ，文部科学省の新型コロナウ

イルス感染症対策と学力保障のカリキュラム・マネジメント担当である石田有記学校教

育官，前文部科学省視学官の田村学先生（國學院大學教授）など多くの分野で最先端で

活躍される先生方の講話や実践について学ぶことができました。この研究通信をとして

その一端を学校全体で共有し生徒へ還元できたらと考えております。このコロナ禍の中

でも学びを止めず，今できる形で学び続けるきっかけになればと思います。 

 

 

主体的・対話的で深い学びの実現へ ～粒を塊へ～ 

（國學院大學 田村学教授より） 

 

「主体的な学び」の実現へ 

学ぶことに興味や関心を持ち，自己のキャリア形成の方向性と関連付けながら，見通

しをもって粘り強く取り組み，自己の学習活動を振り返って次につなげる「主体的な

学び」を実現する。 

そのために，リアリティのあるクオリティの高い課題設定が欠かせない。そして，学

習活動の見通しを明らかにし，学習活動のゴールを鮮明に描くことが大切。（授業の流

れの提示）その見通しがあることにより，学びが連続し，発展していくことが期待で

きる。そして，振り返りは，自らの学びを意味づけたり，価値付けたりして自覚し，

学びの成果を実感させる。このことが新たに学びに向かう主体的な姿を具現化してい

く。 

 

「対話的な学び」の実現へ 

生徒同士の協働，教職員や地域の人との対話，先哲の考え方を手掛かりに考えるこ

とを通して，自己の考えを広げ深める「対話的な学び」を実現する。 

異なる多様な他者と学び合いを重視することが大切となる。より学びを豊かにする

ための次の３点に配慮する。１つ目は，子どもがどのような知識や情報をもっている

か。２つ目は，そうした知識や情報をどのように処理するか。（思考ツールの活用）３

つ目は，どのような成果物を期待するか。である。 

 



 

「深い学び」の実現へ 

習得・活用・探究という学びの過程の中で，各教科等の特質に応じた「見方・考え

方」を働かせながら，知識を相互に関連付けてより深く理解したり，情報を精査して

考えを形成したり，問題を見いだして解決策を考えたり，思いや考えを基に創造した

りすることに向かう「深い学び」を実現する。 

各教科で身に付けたバラバラの知識や技能をつないだり，関連付けて“駆動”するこ

とで「深い学び」が実現する。 

 

さまざまな知識 
「知識の構造化」～知識の４つのタイプ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①事実的知識 

②手続き的知識 

「A は B である」「A な

らば B である」の形で表

現される事実としての知

識がつながってネットワ

ーク化し，知識の階層が

質的に高まるイメージ。 

言語化された手続

き的な知識がつな

がって連続し，パ

ターン化した一連

の知識構造になる

イメージ 

知識及び技能 

知識及び技能 

③知識と場面がつながる ④知識が目的や価値，手応えとつながる 

知識が新たな場面

や異なる状況とつ

ながり，必要に応じ

て活用・発揮できる

汎用的な知識へと

高まるイメージ。 

思考力・判断力・

表現力等 

「より適切・適正な」「より持

続的・安定的な」更衣として

表出するイメージ 

 

学びに向かう力、

人間性等 



知識（「事実的知識」と「手続き的知識」）を定着させるために！ 
 

 

右の図の資質・能力の三つの柱の内

の 1 つである「知識・技能」について

本校でどのように取り組んでいくのか

を確認しましょう。各教科で学んだバ

ラバラの知識をつなげて新しい知恵

（概念）を見いださせる授業展開をし

ていきましょう。では，どのように具

体的に授業していくか全体で共有しま

しょう。 

イメージとしては，個別のバラバラ

の知識の粒を，塊にして新しい概念を

見いださせましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知識の粒を塊にする授業展開を！ 

導入 ・あこがれや違和感（ずれ）のある導入を！ 

    必然的な課題設定を！ 

 

展開 ・塊をつくるための粒を出し合う 

   ・黒板に粒（知識や技能）を情報としてみえるようにしておく 

    ※これまでは「暗記しておくもの」であったが，「調べればある」ものは黒板

に整理して見える化しておく（構造化された板書） 

   ・その際，思考ツールを活用する（どういう場面で使うべきなのか見極める） 

 

終末 ・まとめや振り返りは，黒板に見える化した「粒」をつなげて「塊」にする 

    ※「書く」ことの見直し・・・コロナ禍の今だからこそ「書く（表現するこ

と）」に重点をおく 

 

 

育成すべき資質・能力の３つの柱の内の「知識及び技能」 

事実的で個別的な知識を→概念的で構造的な知識へ 



整理すると・・・・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そうすることで「深い学び」を実現！！「深い学び」を言い換えると・・・・ 

 

「知識・技能をつなぐ（関連付ける）」 
 

 

 

 

OUTPUT（外化すること）を意識的に！ 
 各授業で INPUT し

た内容を，意識的に

OUTPUT しなければ

定着度を高めることは

できません。（「わかっ

た」だけではなく「で

きた」と感じる授業づ

くり） 

そのために，各授業で

意図的に OUTPUT し

ていかなくてはいけま

せん。 

 そこで本校で取り組

んでいる「めあて」に

対しての「まとめ」そ

して授業の最後を締め

くくる「振り返り」を大切に取り組んでいきましょう。コロナ禍の今，生徒同士の対

話は十分にすることができません。いまだからこそ，「書く」ことをもう一度学校全体

で見直し，全教科が同じ方向性を向いて取り組んでいければと思います。どうぞよろ

しくお願いします。 

【参考文献：「深い学び」 著：田村学（東洋館出版社）】 

粒（知識）の習得 

粒をつなげたり関連付けて塊に！ 

活用・発揮 

その塊として OUTPUT 

「わかる」から「できる」授業へ！ 


